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NY マーケットレポート（2016 年 5 月 27 日） 
 

序盤に発表された 1-3 月期の米 GDP 改定値が市場予想を下回ったことから、米景気への楽観的な見方がやや後退し、ドル売り・

円買いが先行した。その後は、堅調な株価や原油価格の上昇が好感され、円売りが優勢となった。そして、イエレン FRB 議長は、

ハーバード大学でのイベントで、「今後数ヵ月以内の利上げは適切かもしれない」と発言したことから、早期の利上げ期待感か

ら、ドル買い・円売りが優勢となり、クロス円も堅調な動きとなった。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

21：00 

ドル/円 109.67  ユーロ/円 122.46  ユーロ/ドル 1.1166 

 

21：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 

英 FT100 6262.77 -2.88 
ダウ 

先物ミニ 
17832 +15 

仏 CAC40 4509.17 -3.47 
S&P 

500 ミニ 
2091.50 +1.75 

独 DAX 10284.69 +11.98 
NASDAQ 

 100 ミニ 
4499.25 +7.00 

出所：SBILM 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

1Q 米 GDP（前期比年率） 0.8％（予想 0.9%・前回 0.5%） 

 

1Q 米個人消費（前期比） 1.9％（予想 2.1%・前回 1.9%） 

 

 
出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

指標結果データ 

≪米 GDP≫ 

         1Q（改定）・1Q（速報）・・ 4Q・・ 3Q・・ 2Q ・・ 1Q 

ＧＤＰ・・・・・・・・ 0.8・・・ 0.5・・・ 1.4・・2.0・・3.9・・ 0.6 

個人消費・・・・・・・ 1.9・・・ 1.9・・・ 2.4・・3.0・・3.6・・ 1.8 

耐久消費財・・・・・・-1.2・・・-1.6・・・ 3.8・・6.6・・8.0・・ 2.0 

非耐久消費財・・・・・ 1.3・・・ 1.0・・・ 0.6・・4.2・・4.3・・ 0.7 

サービス・・・・・・・ 2.6・・・ 2.7・・・ 2.8・・2.1・・2.7・・ 2.1 

住宅投資・・・・・・・17.1・・・14.8・・・10.1・・8.2・・9.3・・10.1 

輸出・・・・・・・・・-2.0・・・-2.6・・・-2.0・・0.7・・5.1・・-6.0 

輸入・・・・・・・・・-0.2・・・ 0.2・・・-0.7・・2.3・・3.0・・ 7.1 

 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

4 月メキシコ失業率 3.93％（予想 4.16%・前回 4.17%） 

前回発表の 4.19％から 4.17％に修正 

 

 
出所：Bloomberg 
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22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17840.62 +12.33 

ナスダック 4905.55 +3.78 

出所：SBILM 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

5 月ミシガン大学消費者信頼感指数 94.7（予想 95.4・前回 95.8） 

 

 
出所：Bloomberg 

 

経済指標データ 

≪ミシガン大学消費者信頼感指数≫        

         5 月確報・5月速報・・4月・・ 3 月・・ 2 月・・ 1 月 

消費者信頼感・・・・94.7・・  95.8・・ 89.0・・ 91.0・・ 91.7・・ 92.0 

景気現況指数・・・・109.9・・108.6・・106.7・・105.6・・106.8・・106.4 

消費者期待指数・・・84.9・・  87.5・・ 77.6・・ 81.5・ ・81.9・・ 82.7 

1 年インフレ・・・・・2.4・・・2.5・・・2.7・・・2.7・・・2.5・・・2.5 

5 年インフレ・・・・・2.5・・・2.6・・・2.5・・・2.7・・・2.5・・・2.7 

 

 

23：30 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、1-3 月期の米 GDP 改定値が速報値から上方修正され、米経済の先行き期待による買いが先行した。ただ、米早期利

上げに対する警戒感が強まる中で、イエレン FRB 議長による講演内容を見極めたいとの思惑も広がり、値動きは限定的となった。 
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≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）1-3 月期の米 GDP 改定値は、年率換算で前期比+0.8％となり、速報値から上方修正された。輸出や住宅投資などが引き上げられた

ほか、企業の在庫投資も上方修正されたことが寄与した。ただ、前期の+1.4％から減速し、3四半期連続で伸び率が縮小した。 

 

 ①GDP の約 7割を占める個人消費は+1.9％と速報値から変わらずとなり、引き続き消費より貯蓄を優先する傾向が続いた。 

 

 ②輸出は-2.0％と速報値から 0.6 ポイント上方修正、輸入は-0.2％と速報値の+0.2％から 0.4 ポイント下方修正されており、輸出入

を合わせた GDP へのマイナスの影響は弱まった。 

 

 ③住宅投資は+17.1％と 2.3 ポイント上方修正され、企業の設備投資は-6.2％と 0.3 ポイントの下方修正となった。政府支出は+1.2％

で速報値から横ばい。州・地方政府が+2.9％、連邦政府は-1.6％となり、いずれも横ばいとなった。  

 

 ④米 FRB が物価安定の指標とする個人消費支出（PCE）物価指数は、前年同期比+1.0％となり、政策目標の 2％を引き続き下回った。

変動の激しい食品とエネルギーを除いたコア PCE 物価指数は+1.7％と、いずれも速報値から横ばいとなった。 

 

 

（2）5 月のミシガン大学消費者信頼感指数の確報値は 94.7 となり、5 月の速報値から 1.1 ポイント低下し、市場予想の 95.4 を下回る

結果となった。前月比では 5.7 ポイント上昇し、昨年 6月以来 11ヵ月ぶりの高水準となった。現状指数は 109.9 と 5 月速報値から

1.3 ポイント、前月から 3.2 ポイント上昇となった。また、期待指数は、84.9 となり、速報値から 2.6 ポイント、前月から 7.3 ポ

イント上昇となった。1年後のインフレ期待は 2.4％で 5月速報値に比べ 0.1 ポイント、前月に比べ 0.4 ポイント下がった。  

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6270.79 +5.14 

仏 CAC40 4514.74 +2.10 

独 DAX 10286.31 +13.60 

ストック欧州 600 指数 349.64 +0.73 

ユーロファースト 300 指数 1372.90 +3.31 

スペイン IBEX35 指数 9107.30 +28.10 

イタリア FTSE MIB 指数 18186.14 -30.78 

南ア アフリカ全株指数 54105.37 +184.37 

出所：SBILM 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、欧州企業の業績改善期待で買いがやや優勢となり、主要株価は堅調な動きとなった。ただ、イエレン FRB 議長のイベ

ントでの講演を控えて、様子見ムードも強く、やや限定的な動きとなった。 
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出所：Bloomberg 

 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17866.47（+38.18）、S&P500 2095.83（+5.73） ナスダック 4928.14（+26.37) 

 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、米 FRB のイエレン議長の講演を前に様子見ムードが強まっており、序盤は小幅な値動きとなった。1-3

月期の米 GDP 改定値が上方修正となったが、市場予想を下回ったこともあり、影響は限定的となった。 

 

午前の利回りは、30 年債が 2.64％（前日 2.64％）、10 年債が 1.84％（1.83％）、7年債が 1.65％（1.64％）、5年債が 1.36％（1.35％）、

3年債が 1.03％（1.02％）、2年債が 0.88％（0.87％）。 

 

 

2：30 

≪ 要人発言 ≫ 

イエレン FRB 議長～イベントでの発言 

 

・「金融危機の阻止に全力を尽くしたい」 

・「量的緩和とガイダンスは景気回復に寄与している」 

・「住宅バブルのシステミックリスク形成過程に気づかず」 

・「われわれはシステミックリスクと金融安定に注目」 

 

・「米経済はゆっくりと回復してきている」 

・「労働市場はかなり改善」 

・「労働参加率の上昇は勇気づけられる」 

・「賃金の伸びにはあまり改善みられず」 

 

・「労働市場になお緩み残る」 

・「今後数ヵ月以内の利上げは適切かもしれない」 

・「最近のデータでは成長は加速しているように見える」 
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3：45  

NY 金は、中心限月が前日比 6.60 ドル安の 1オンス＝1213.80 ドルで取引を終了した。 

 

 

4：10 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.15 ドル安の 1バレル＝49.33 ドルで取引を終了した 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1213.80 -6.60 

NY 原油 49.33 -0.15 

出所：SBILM 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、米 FRB による追加利上げが近いとの警戒感が強まり、金を売る動きが優勢となった。終値ベースでは、2 月下旬以来、約 3

ヵ月ぶりの安値水準となった。 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、前日に一時 1バレル＝50 ドルを超えたことで、一旦利益を確定する売りが優勢となった。また、ドルが主要通貨に対して

上昇し、ドル建ての原油に割高感が 出たことも圧迫要因となった。 

 



 
                                           

8 

 

出所：Bloomberg 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17873.22 +44.93 17873.22 17824.73 

S&P500 種 2099.06 +8.96 2099.06 2090.06 

ナスダック 4933.50 +31.74 4933.51 4902.50 

出所：SBILM 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、1-3 月期の米 GDP 改定値が速報値から上方修正され、米経済の先行き期待による買いが先行した。ただ、米早期利上げ

に対する警戒感が強まる中で、イエレン FRB 議長が早期利上げの可能性に言及したことから、主要株価は一時マイナス圏まで下落する

場面もあった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 110.35  110.46  109.49  

EUR/JPY 122.62  122.74  122.23  

GBP/JPY 161.22  161.36  160.18  

AUD/JPY 79.30  79.34  78.90  

NZD/JPY 73.94  73.97  73.63  

EUR/USD 1.1112  1.1178  1.1111  

AUD/USD 0.7187  0.7225  0.7172  

出所：SBILM 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤は米経済指標が予想を下回ったことが影響して円買いが先行し、ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。その

後は、堅調な株価動向もあり、比較的堅調な動きとなった。そして、イエレン FRB 議長が早期利上げの可能性を示唆したことからドル

買い・円売りが優勢となり、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 
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